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1.1 旭化成のDX方向性（中計資料）
旭化成では、「マーケティング」、「M&A」、「生産技術」、「知財」の領域にデジタル技術を活用し、
事業高度化を推進する方向性を出した。
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1.2 生産技術革新におけるDXの必要性
生産系は労働力不足、熟練オペレータ減少、設備老朽化などの問題が多く、生産技術革新が
不可欠となったためデジタルイノベーションセンター（DIC）を発足した。

Cs+for Tomorrow2021 「持続可能な社会への貢献」
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1.3 デジタルイノベーションセンターのミッション
デジタルイノベーションセンターは生産技術本部内の１組織であり、以下の３つのミッションを
掲げている。
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2.1 既存工場の取り組みテーマ
既存工場に対してはテーマを４つに分類し開発に取り組んでいる。
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時間現在

(L)タブレット等での情報閲覧・記録

(G)センサ・カメラの設置によるデータの取得

(J)作業記録の完全電子化２．情報の
電子化

(M)プラント運転状況の可視化 (N)デジタルツインによるシミュレーションと状態可視化

(I)セキュリティが確保されたDB構築 (K)データベースのプラント間共有・活用2-2. データベースの構築・共有

2-3. 情報の可視化と閲覧

2-1. データの取得 (H)5Gを活用した機器データのリアルタイム連携

【短期】
既に導入を
進めている

【中期】
実証・研究開発等を

実施している

【長期】
長期的な観点から

実現に向けて取組を行う

４．意思決
定の高度化 (AA) AIにより問題発生前に予兆検知しO&M業務に反映

(CC)異常発生時の自動制御 (DD)プラント運転の全自動化

(X)画像認識による亀裂や腐食等の異常検知 (Z)ウェアラブルを活用したリアルタイム異常検知

(EE) 点検作業の自動化

(BB)運転パラメータ自動最適化

4-2. 予兆検知によるO&M改善

4-3. 運転・点検の自動化

4-1. 異常検知による
事故の未然防止

(W)プロセスデータによるプラント運転の異常検知 (Y)動的な危険エリア判定による作業員の安全確保

１．スマート化に向けた企業組織の変革

1-2. 人材育成等の仕組みの構築 1-3. 業務プロセスの変革1-1. ビジョンと経営トップのコミットメント

(A)スマート保安に関するビジョンの確立

(B)経営トップのリーダーシップの発揮

(E)スマート保安に向けた挑戦的企業文化

(D)スマート保安の推進・サポート体制の構築

(C)プラントIT人材の育成・確保 (F)業務プロセス、働き方等の再設計

(R)ドローン等による高所・危険領域点検 (S)ロボット巡回による監視データ自動取得
３．現場作
業効率化

(T)点検作業ロボットの遠隔操作

(Q)ウェアラブルと5Gを活用した作業支援

(U)プラント運転の遠隔操作

(P)インシデント事例を用いた自然言語処理による原因対策の提示

3-2. xRを用いた遠隔指導

3-4. 運転・点検の遠隔操作

3-1. 知識データベースの活用

3-3. ドローン・ロボットの活用

(V)複数事業所を一括して運転監視

(O)知識データベースの活用

【喫緊】
技術導入の基盤であり喫

緊の対応が必要

対応済み、運用中

開発中、検討中

今後の検討課題
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2.2 スマート化進捗状況
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正常運転時は

高い相関

（R=0.804）

故障５カ月前から逸脱

減速機故障時は

相関の方向に振れる
軸受け

減速機

モーター

撹拌機
３ヶ所に

振動センサーを設置

機械学習

・マハラノビス距離

・主成分分析

２５２変数の振動データ

開発したモデル

従来振動診断手法

・２０日前の検知

新予兆検知モデル

５ヶ月前に検知できる

事例（G) 撹拌機の異常予兆

フレーキング発生

すでにオンライン診断していた撹拌機に対し、診断ロジックを高度化しさらなる早期検出を実現。
過去の振動データを統計分析することで、低速回転設備の早期予兆検出手法を開発した。

発見
通常、軸受けと減速機の変位には相関関係がある。
軸受けに異変が起こると、その相関関係から逸脱が始まる。

物理的にも

納得できる関係性

（関係者談）

軸
受
け
の
変
位
１
４
日
移
動
平
均

減速機の変位14日移動平均

軸受け

減速機

4.5ヶ月前に検知
危
険
度

閾値



8作業者映像 作業者視界映像

1)設備点検、2)異常対応、3)技能習得においてAR技術を活用したシステムの実現

2020.3からプロトタイプの現場評価を開始

事例（Q) スマートグラスを活用した作業・教育の効率化
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従来は見える範囲で、ザックリと作業量を見積もり発注→高精度化

木材除去作業の見積もり

伐採前後状況確認 ダムの補修箇所確認

どの程度伐採すべきか確認 ダムの水漏れ量を確認し補修判断

【宮崎県延岡地区の水力発電所】

事例（R）ドローンの活用事例（水力発電所での活用）
高所作業が必要な点検作業にはドローンを積極活用している。
ただし、現時点では人が操作し、モニター画面を見ながら判断している。
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事例（W) 火力発電所 破断予兆検知

蒸気漏れが発生 破断箇所

ボイラチューブにピンホールが発生し、微量の蒸気漏れが発生。
その後、ピンホールが拡大し破断につながる。

主蒸気

給水

空気

連続ブロー

破断箇所（１回目、２回目）

破断箇所
（３回目）

破断例

設備トラブル対策として予兆診断システムを導入し、『いつもと違う』を捉え、トラブルが顕在化
する前に対応し影響を最小化する。

石炭ボイラ系統図

作成したモデルで、
３回とも破断を
事前にとらえるこ
とに成功
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事例（C)人材育成 データエンジニア（パワーユーザ）育成

2019年度上期に製造系データ分析プラットフォーム（IPF)構築が完了。
2019年10月から育成カリキュラムに沿って教育を開始。単なる勉強では終わらせない、実践を持って身
に着けてもらう。2020年度も継続・拡大予定。 ※ 旭化成は現場のデータエンジニアをパワーユーザ（PUと呼ぶ）



昨日まで世界になかったものを。

私たち旭化成グループの使命。
それは、いつの時代でも世界の人びとが“いのち”を育み、
より豊かな“くらし”を実現できるよう、最善を尽くすこと。
創業以来変わらぬ人類貢献への想いを胸に、
次の時代へ大胆に応えていくために―。
私たちは、“昨日まで世界になかったものを”創造し続けます。

Creating for Tomorrow


